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平
成
二
十
一
〜
二
十
二
年
度
㈶
図
書
館
振
興

財
団
助
成
事
業
の
す
べ
て
が
終
了
（
関
連
記
事
二
・
三
面
）

平
成
二
十
一
年
八
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

し
た
助
成
事
業
が
次
の
事
業
を
持
っ
て

全
事
業
が
終
了
し
ま
し
た
。

情
報
検
索
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
研
修最

終
回

・
七
月
二
日　

参
加
者
：
十
五
名

第
一
部
：
受
講
生
に
よ
る
検
索
結
果
の

発
表

第
二
部
：
講
評
お
よ
び
講
義
「
公
共
図

書
館
の
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
」

ビ
ジ
ネ
ス
支
援
図
書
館
推
進
協

議
会
会
長　

竹
内
利
明
氏

受
講
生
が
一
人
五
分
程
度
で
、
自
分

の
検
索
の
過
程
に
つ
い
て
の
発
表
を
し

講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

繭
ホ
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト  

初
夏
に
歌
う

・
七
月
二
日　

参
加
者
：
五
十
名

～
初
夏
に
歌
う
～
と
題
し
て
、
軽
井

沢
在
住
の
竹
前
文
美
子
さ
ん
の
歌
と
、

繭
ホ
ー
ル
に
何
度
も
登
場
さ
れ
て
い
る

木
内
貴
大
さ
ん
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
の

共
演
で
、
始
終
楽
し
く
和
や
か
な
ひ
と

と
き
で
し
た
。

絵
本
読
み
聞
か
せ
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
講
座　

第
４
回

読
み
聞
か
せ
再
発
見

た
ま
し
い
を
ゆ
さ
ぶ
る
絵
本
の
世
界

講
師　

飫お

肥び　

糺
た
だ
す

氏

・
九
月
四
日　

参
加
者
：
六
十
名

　

場
所
：
上
田
駅
前
ビ
ル
パ
レ
オ
二
階

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
環
「
夏
木
立
」

「
錦
秋
」
を
発
行
し
ま
し
た

倶
楽
部
が
発
行
し
て
い
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
読
む
雑
誌
、
電
子

ジ
ャ
ー
ナ
ル
「
環
（
か
ん
）
」
の
夏

号
「
夏
木
立
」
、
秋
号
「
錦
秋
」
が

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。
倶
楽
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
無
料
で
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
て
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

な
お
、
印
刷
し
た
も
の
を
情
報
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
内
の
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
つ
つ

じ
に
て
二
百
円
で
頒
布
し
て
お
り
ま

す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

絵本読み聞かせレベルアップ講座
講師の話に耳を傾ける受講者

十
二
・
一
月
の
イ
ベ
ン
ト

米
津
福
祐
の
絵
手
紙
教
室

年
賀
状
対
策

・
十
二
月
七
日
（
水
）

十
時
十
五
分
―
十
二
時

　

参
加
費
一
〇
〇
〇
円
定
員
二
十
名

精
力
的
に
画
家
と
し
て
活
動
さ
れ

て
い
る
米
津
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、

今
年
も
絵
手
紙
の
コ
ツ
を
伝
授
し
て

も
ら
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
個
性
豊

か
な
絵
手
紙
を
描
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

 

繭
ホ
ー
ル
・
サ
ロ
ン
ト
ー
ク

「
素
敵
に
過
ご
す
お
正
月
」

ゲ
ス
ト
島
田
洋
子
氏

・
十
二
月
十
日
（
土
）

十
八
時
―
二
十
時

参
加
費
五
〇
〇
円
（
お
茶
代
含
む
）

定
員
三
十
名

綿
良
学
園
学
園
長
の
島
田
洋
子
さ

ん
を
迎
え
、
お
正
月

の
あ
れ
こ
れ
や
祝
箸

の
折
り
方
な
ど
を
お

話
い
た
だ
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
＆
カ
フ
ェ

・
十
二
月
十
九
日
（
月
）

十
三
時
半
―
十
五
時

四
十
五
分

参
加
費
一
〇
〇
〇
円

（
お
茶
代
を
含
む
）

定
員
二
十
名

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
方
を
対
象

と
し
たW

ord

・Excel

・
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
講
座
で
す
。

２
０
１
１

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト

・
十
二
月
十
七
日
（
土
）

十
八
時
半
―
二
十
時

　

マ
リ
ン
バ
＆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン

横
山
晴
子

　

ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト　
　
　

小
平
真
司

前
売
一
〇
〇
〇
円
定
員
七
十
名

新
春
イ
ベ
ン
ト

箏
・
三
味
線
・
尺
八

邦
楽
ぐ
る
ー
ぷ
「
響
」

・
平
成
二
十
四
年
一
月
七
日
（
土
）

十
三
時
半
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

入
場
無
料
整
理
券
（
要
申
込
み
）

定
員
七
十
名

・
演
目
：
春
の
海
、
天
城
越
え
、
テ

イ
ク
フ
ァ
イ
ヴ
他

・
福
茶
サ
ー
ビ
ス
あ
り

プログラム
グノー作曲
「アヴェ・マリア」
ガーシュイン作曲
「アイ・ガット・リズム」
バッハ作曲
「無伴奏ヴァイオリン
ソナタ第１番」ト短調
ミヨー作曲
「スカラムージョ」他

※
す
べ
て
の
申
込
は
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
受
付
で
行
っ
て
い
ま
す
。
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㈶
図
書
館
振
興
財
団
助
成
事
業
を
終
え
た

各
事
業
チ
ー
フ
の
報
告

二
年
に
渡
る
助
成
事
業
を
終
え
、

成
果
や
感
想
等
を
各
事
業
チ
ー
フ
か

ら
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

繭
ホ
ー
ル
サ
ロ
ン
ト
ー
ク

チ
ー
フ
：
宮
下
明
彦

上
田
地
域
に
ご
縁
の
あ
る
各
界
の

ゲ
ス
ト
の
講
演
の
後
、
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
講
師
と
市
民
が
歓
談
す

る
サ
ロ
ン
ト
ー
ク
。
二
年
間
に
十
三

回
開
催
。「
旬
の
話
題
に
刺
激
を
受

け
た
」「
元
気
を
い
た
だ
い
た
」
と

い
う
よ
う
な
、
交
流
を
重
視
し
た
サ

ロ
ン
ト
ー
ク
な
ら
で
は
の
参
加
者
の

感
想
も
多
く
、
図
書
館
を
会
場
に
行

う
市
民
交
流
の
場
の
新
た
な
方
式
を

構
築
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
今
後
も

開
催
方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
継
続
し

て
実
施
し
て
い
く
。

執
筆
編
集
講
座チ

ー
フ
：
西
入
幸
代

市
民
が
研
究
や
自
分
史
を
、
講
師

の
指
導
の
も
と
に
執
筆
、
出
来
上

が
っ
た
作
品
を
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
に
寄
贈
し
て
貸
出
す
こ
と
で
、

市
民
の
記
録
を
地
域
と
将
来
へ
伝
え

る
講
座
。「
書
く
」
こ
と
に
対
す
る

図
書
館
の
支
援
、「
市
民
の
記
録
を

地
域
へ
貸
出
し
、
未
来
へ
伝
え
る
」

と
い
う
図
書
館
の
機
能
が
活
か
さ
れ

た
講
座
に
な
っ
た
。

ネ
ッ
ト
＆
カ
フ
ェ
in
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

チ
ー
フ
：
西
入
幸
代

信
頼
で
き
る
情
報
収
集
活
用
の
基

本
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す
る
講

座
。
上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ト
図
書
館
と
し
て
の
意
義

や
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
を
伝
え

る
場
と
し
て
、
今
後
も
継
続
す
る
。

情
報
検
索
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
勉
強
会

チ
ー
フ
：
林
ゆ
か
り

い
ろ
い
ろ
な
分
野
の
エ
キ
ス
パ
ー

ト
を
講
師
に
迎
え
、
大
変
充
実
し
た

講
座
に
な
っ
た
。
ま
た
、
勉
強
し
た

こ
と
を
実
践
し
て
情
報
検
索
を
行
い
、

受
講
者
そ
れ
ぞ
れ
が
報
告
書
を
作
成

で
き
た
こ
と
は
、
当
初
の
目
標
を
上

回
る
成
果
と
な
っ
た
。
個
人
的
に
は
、

多
く
の
方
々
に
手
助
け
に
よ
っ
て
講

座
を
計
画
・
実
行
す
る
方
法
を
学
び
、

ま
た
、
多
く
の
す
ば
ら
し
い
方
々
と

の
出
会
い
が
あ
り
、
人
と
人
と
の
つ

な
が
り
に
感
謝
し
つ
つ
、
大
き
な
収

穫
を
得
ら
れ
た
講
座
で
あ
っ
た
。

地
域
文
化
雑
誌
（
電
子
ジ
ャ
ー

ナ
ル
版
）の
発
行チ

ー
フ
：
伊
藤
文
子

千
曲
川
地
域
を
中
心
に
様
々
な
文

化
を
紹
介
し
な
が
ら
、
人
と
人
、
人

と
地
域
の
つ
な
が
り
を
深
め
て
い
く

こ
と
を
趣
旨
と
し
て
電
子
ジ
ャ
ー
ナ

ル
「
環
」
を
発
行
し
た
。
ユ
ニ
ー
ク

な
図
書
館
や
美
術
館
、
文
化
人
ら
を

紹
介
し
た
記
事
や
寄
稿
文
を
盛
り
込

み
季
刊
で
三
号
、
公
開
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
、
よ
り
広
範
囲
な
文
化
を
紹

介
し
て
い
く
と
と
も
に
、
埋
も
れ
た

文
化
や
活
動
も
発
掘
し
た
い
。
ま
た

取
材
を
通
し
て
更
に
人
脈
を
広
げ
、

編
集
ソ
フ
ト
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
倶
楽
部
全
体
の
活
動
に
役
立

て
た
い
。

 

市
民
交
流
の
場
の
提
供

チ
ー
フ
：
山
本
美
都
子

コ
ン
サ
ー
ト
：
地
域
の
プ
ロ
や
新

人
芸
術
家
の
登
竜
門
、
発
掘
等
。
朗

読
会
等
：
地
域
の
プ
ロ
や
活
動
グ

ル
ー
プ
等
に
発
表
の
場
を
提
供
。
こ

と
ば
の
繭
ホ
ー
ル
を
会
場
に
年
七
回

ほ
ど
コ
ン
サ
ー
ト
、
朗
読
、
朗
読
劇
、

落
語
会
等
も
四
回
ほ
ど
開
催
し
て
い

る
。
年
間
に
八
一
三
名
の
参
加
者
が

あ
り
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
初
め
て
来

ら
れ
る
方
も
多
い
。
こ
の
活
動
も
三

年
目
を
半
分
過
ぎ
て
、
毎
月
第
三
土

曜
日
の
夜
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
定
着

し
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
出
演
さ
れ

る
方
も
来
て
く
だ
さ
る
方
も
小
ホ
ー

ル
で
の
幸
せ
な
ひ
と
と
き
を
共
に
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
場
と
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
る
。

コ
ン
テ
ン
ツ
サ
ー
ビ
ス
事
業

上
田
市
誌
目
次
デ
ー
タ
化

チ
ー
フ
：
中
村
恵
子

「
上
田
市
誌
目
次
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」

公
開
後
、
図
書
館
関
係
者
や
市
民
か

ら
便
利
と
の
声
が
聞
か
れ
、
地
域
資

料
の
付
加
価
値
と
利
便
性
が
よ
り
向

上
し
た
よ
う
に
思
う
。

こ
の
事
業
を
機
に
上
田
市
だ
け
で

な
く
、
長
野
県
下
全
て
の
市
町
村
史

誌
を
対
象
に
目
次
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
作
成
へ
の
事
業
に
大
き
く
発
展
し

た
こ
と
は
、
地
域
資
料
を
よ
り
身
近

な
も
の
に
す
る
と
と
も
に
大
き
な
喜

び
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
事
業
に
携
わ
っ
た
こ
と
で

市
誌
に
対
す
る
理
解
が
深
ま
り
、
た

い
へ
ん
勉
強
に
な
っ
た
。

「
千
曲
川
地
域
の
文
学
講
座
」

　
〝
地
域
文
学
の
紹
介
と
振
興
〟

チ
ー
フ
：
海
野　

郁

第
一
回　

生
誕
一
〇
〇
年
記
念
講
演

「
太
宰
治
の
人
間
失
格
意
識
」

軽
井
沢
町
在
住
の
相
馬
正
一
さ
ん

に
よ
る
、
地
道
な
研
究
、
貴
重
な

資
料
に
基
づ
い
た
講
演
は
、
生
誕

一
〇
〇
年
に
ふ
さ
わ
し
く
、
七
十
五

名
も
の
受
講
者
が
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
た
。

第
二
回　
「
島
崎
藤
村
と
千
曲
河
畔

の
物
語
」
講
師
：
白
百
合
女
子
大
・

小
林
明
子
さ
ん

上
田
を
舞
台
に
し
た
短
編
な
ど
、

当
時
の
上
田
や
時
代
背
景
を
知
る
上

で
も
大
変
興
味
深
い
講
演
で
あ
っ
た
。



助
成
事
業
を
終
え
て

～
新
た
な
図
書
館
サ
ー

ビ
ス
の
創
造
か
ら
継
続
、

発
展
へ
～

財
団
法
人
図
書
館
振
興
財
団
よ
り

助
成
を
受
け
て
平
成
二
十
一
年
八
月

か
ら
二
十
三
年
七
月
（
一
部
九
月
）

の
二
年
間
に
わ
た
り
、
市
民
が
支
え

る
図
書
館
づ
く
り
、
生
活
支
援
と
情

報
サ
ー
ビ
ス
、
千
曲
川
地
域
文
化
の

創
造
と
発
信
、
市
民
交
流
の
場
の
四

つ
の
コ
ン
セ
プ
ト
の
下
に
十
二
の
事

業
を
実
施
し
て
来
ま
し
た
の
で
そ
の

概
要
を
報
告
し
ま
す
。
な
お
、
事

業
へ
の
延
べ
参
加
者
数
は
一
年
目

一
三
七
三
名
、
二
年
目
一
九
二
九
名

に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

新
た
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の

創
造
と
人
材
育
成

新
た
な
事
業
と
し
て
、
「
上
田
市

誌
」
の
目
次
情
報
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
し
ネ
ッ
ト
提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ

サ
ー
ビ
ス
事
業
、
地
域
で
輝
い
て
い

る
方
を
ゲ
ス
ト
に
招
い
て
お
話
を
伺

う
繭
ホ
ー
ル
サ
ロ
ン
ト
ー
ク
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
地
域
情
報

誌
・
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
「
環
」
の
発

行
、
上
田
図
書
館
倶
楽
部
だ
よ
り

「
と
ー
く
」
の
定
期
的
発
行
等
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
千
曲
川
地
域
の
文
学
講

座
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
朗
読
会
等
の
集

会
文
化
事
業
、
地
域
の
記
録
を
次
代

に
伝
え
る
執
筆
編
集
講
座
、
情
報
収

集
講
座
（
ネ
ッ
ト
＆
カ
フ
ェ
）
、
調

べ
も
の
入
賞
作
品
の
展
示
会
等
の
既

存
事
業
も
助
成
事
業
に
組
み
込
ま

れ
、
継
続
、
発
展
し
て
い
ま
す
。

特
に
、
次
の
よ
う
に
事
業
を
通
し

て
多
く
の
人
材
が
育
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
①
絵
本
読
み
聞
か
せ
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
講
座
は
、
子
ど
も
た
ち
に
楽

し
い
読
書
の
世
界
を
案
内
で
き
る
人

材
を
多
く
育
て
て
い
ま
す
。
②
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
は
モ
デ
ル
小

学
校
で
実
演
し
そ
の
有
効
性
を
実
証

し
、
実
演
台
本
集
を
自
ら
作
成
し
て

い
ま
す
。
③
情
報
検
索
基
礎
能
力
試

験
勉
強
会
の
実
施
に
よ
り
、
情
報
検

索
の
プ
ロ
を
目
指
す
「
情
報
検
索
基

礎
能
力
試
験
」
（
サ
ー
チ
ャ
ー
試

験
）
合
格
者
七
名
を
輩
出
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
、

信
濃
毎
日
新
聞
や
上
田
ケ
ー
ブ
ル
ビ

ジ
ョ
ン
で
も
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
ま

し
た
。

今
後
の
方
向
と
課
題

こ
の
度
の
助
成
事
業
の
実
践
と
経

験
を
基
に
、
多
く
の
市
民
が
活
動
の

場
を
広
げ
、
そ
の
力
を
発
揮
し
て
自

ら
を
高
め
る
と
と
も
に
、
上
田
情
報

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
コ
ン
セ
プ
ト
達
成

の
た
め
に
、
助
成
事
業
に
よ
り
創
造

さ
れ
た
新
た
な
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を

さ
ら
に
継
続
、
発
展
さ
せ
、
定
着
さ

せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
図
書
館
の
意
義
、
役
割
や

機
能
に
つ
い
て
、
行
政
や
市
民
の
理

解
が
さ
ら
に
促
進
さ
れ
、
図
書
館
へ

の
市
民
参
加
、
市
民
協
働
の
輪
が
広

が
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

事
業
成
果
の
公
表

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
田
図
書
館
倶
楽

部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://ueda.

zuku.jp/

）
に
お
い
て
、
こ
の
度
の

図
書
館
振
興
財
団
助
成
事
業
「
市
民

協
働
に
よ
る
新
た
な
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
の
創
造
」
の
事
業
報
告
を
公
表
し

て
い
ま
す
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
事
業
責
任
者　

宮
下
明
彦
）

第
三
回　
「
臼
井
吉
見
の
安
曇
野
～

没
後
一
〇
〇
年
荻
原
碌
山
を

巡
っ
て
～
」

松
本
の
市
民
タ
イ
ム
ス
・
赤
羽
康

男
さ
ん
に
よ
る
講
座
。
今
な
お
脈
々

と
受
継
が
れ
て
い
る
安
曇
野
の
文
化
、

碌
山
・
臼
井
吉
見
・
熊
井
啓
や
、
碌

山
美
術
館
な
ど
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

第
四
回　

～
「
信
濃
デ
ッ
サ
ン

館
」
の
三
十
二
年
～
「
上
田
と
、

槐
多
と
、
私
と
」

地
元
、
信
濃
デ
ッ
サ
ン
館
・
無
言

館
館
主
・
窪
島
誠
一
郎
さ
ん
に
よ
る

講
演
。
こ
の
地
に
あ
っ
て
、
守
り
続

け
る
義
務
の
あ
る
文
化
が
あ
る
こ
と

を
、
再
認
識
さ
せ
ら
れ
た
講
演
で

あ
っ
た
。

第
三
期
絵
本
読
み
聞
か
せ
人
材

養
成
講
座

チ
ー
フ
：
稲
垣
勇
一

平
成
二
十
一
年
十
二
月
か
ら
、
十

回
の
講
座
を
実
施
。
修
了
者
は
グ

ル
ー
プ
を
作
っ
て
さ
ら
に
勉
強
を
し

な
が
ら
、
地
域
で
の
絵
本
読
み
聞
か

せ
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

絵
本
読
み
聞
か
せ
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
講
座

チ
ー
フ
：
宮
川
や
よ
い

人
材
養
成
講
座
修
了
者
や
市
民
を

対
象
に
、
さ
ら
に
深
く
、
絵
本
読
み

聞
か
せ
に
つ
い
て
レ
ベ
ル
を
上
げ
る

講
座
。
講
師
に
稲
垣
勇
一
氏
、
越
高

一
夫
氏
、
宮
坂
順
子
氏
、
飫お

肥び　

糺
た
だ
す

氏
と
実
践
し
て
い
る
方
々
を
迎
え
た
。

ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ゼ
ミ
ナ
ー
ル

少
人
数
に
よ
る
実
践
中
心
、
受

講
者
主
体
の
講
座

チ
ー
フ
：
宮
川
や
よ
い

子
ど
も
た
ち
を
楽
し
い
読
書
の
世

界
に
案
内
し
、
進
ん
で
読
書
す
る
子

ど
も
た
ち
を
育
て
る
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク

そ
の
方
法
を
実
践
的
に
身
に
つ
け
、

受
講
後
に
生
か
す
こ
と
を
目
指
し
て
、

二
〇
一
〇
年
十
月
か
ら
、
十
一
回
の

講
座
を
実
施
。
西
内
小
学
校
の
二
年

生
に
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
の
実
演
を
す
る

機
会
を
得
る
こ
と
で
き
、
子
ど
も
た

ち
に
本
を
紹
介
す
る
た
の
し
さ
と
難

し
さ
も
体
験
し
た
。
二
〇
一
二
年
一

月
か
ら
は
第
二
期
を
開
催
す
る
。

調
べ
も
の
学
習
支
援
の
取
り
組
み

チ
ー
フ
：
中
島　

明

「
図
書
館
を
使
っ
て
調
べ
る
こ
と

の
楽
し
さ
を
広
げ
る
」
と
い
う
ね
ら

い
の
も
と
に
〝
調
べ
る
学
習
〟
に
対

す
る
啓
発
活
動
を
実
施
し
た
。

具
体
的
に
は
、
①
市
内
の
学
校
に

「
図
書
館
を
使
っ
た
〝
調
べ
る
〟
学

習
賞
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
の
巡

回
展
。
②
市
内
の
小
学
校
に
コ
ン

ク
ー
ル
へ
作
品
応
募
の
要
項
を
案
内
。

③
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
の
入
選
作

品
の
展
示
。
④
「
日
常
の
疑
問
か
ら

調
べ
る
学
習
へ
」
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
。

を
実
施
し
た
。

図
書
館
倶
楽
部
広
報
活
動

チ
ー
フ
：
児
玉　

裕

上
田
図
書
館
倶
楽
部
だ
よ
り

「
と
ー
く
」
を
隔
月
に
発
行
。
編
集

は
四
人
で
行
い
、
事
業
の
予
定
エ

コ
ー
ル
管
内
の
図
書
館
を
取
材
や
、

他
の
助
成
事
業
を
取
材
す
る
こ
と
で
、

取
材
し
て
い
る
私
た
ち
に
も
新
た
な

発
見
が
あ
り
大
変
勉
強
に
な
っ
た
。

こ
の
取
り
組
み
を
活
か
し
、
倶
楽
部

の
広
報
と
し
て
「
と
ー
く
」
を
継
続

し
て
い
く
。



情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
使
お
う

上
田
駅
前
に
あ
る
情
報
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
を
利
用
し
た
こ
と
の
無
い
方
が

意
外
に
多
い
よ
う
で
す
。
今
回
は
仕

事
に
も
活
用
で
き
る〝
駅
前
図
書
館
〟

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
取
り
上

げ
ま
す
。

情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
は
駅
前
ビ
ル

パ
レ
オ
四
階
に
あ
り
ま
す
。
入
り
口

を
入
る
と
、
右
側
に
絵
本
コ
ー
ナ
ー
、

左
側
に
「
ブ
ッ
ク
カ
フ
ェ
つ
つ
じ
」

が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
珍
し
い
図

書
館
の
中
の
喫
茶
店
で
す
。
借
り
て

き
た
本
を
読
み
な
が
ら
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
が
楽
し
め
ま
す
。（
営
業

は
十
時
半
か
ら
十
六
時
半
ま
で
）

駅
前
と
い
う
立
地
で
あ
る
た
め
会

社
帰
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
利
用
も

多
く
、
開
館
時
間
は
十
時
か
ら
夜
の

八
時
半
ま
で
（
土
日
祝
日
は
六
時
ま

で
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。
休
館
日
は

毎
週
火
曜
日
（
他
の
図
書
館
は
月
曜

日
）
な
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
最
大

の
特
徴
と
し
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
や
新
聞
社
（
信
濃
毎
日
・

朝
日
・
日
経
）、
農
業
、
法
律
な
ど

の
有
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
無
料
で
利

用
で
き
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
仕
事
に
活
用
さ
れ

て
い
る
方
も
多
い
そ
う
で
す
。
た
だ

し
、
プ
リ
ン
ト
コ
ピ
ー
は
有
料
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
は
メ
ー

ル
（
三
〇
分
）、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
一
二
〇
分
）
の
時
間
制
限
や
回
数

制
限
が
あ
り
ま
す
。
利
用
の
際
は
カ

ウ
ン
タ
ー
に
て
受
付
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
館
内
に
は
仕
事
・
勉
強
に

使
え
る
閲
覧
席
が
三
十
六
席
あ
り
ま

す
が
、
学
生
用
の
二
十
四
席
は
時
間

を
区
切
っ
て
利
用
、
四
時
間
ご
と
に

入
れ
替
え
て
い
ま
す
。

最
後
に
、
車
で
来
る
方
の
た
め
に

パ
レ
オ
隣
に
あ
る
市
営
駐
車
場
が
一

時
間
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。（
通

常
は
三
〇
分
無
料
）
そ
の
際
は
必
ず

駐
車
券
を
受
付
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

編
集
後
記

本
格
的
な
冬
が
到
来
し
た
上
田

地
方
で
す
が
皆
様
い
か
が
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

前
号
か
ら
四
ヶ
月
お
い
て
の
発

行
と
な
っ
て
し
ま
い
楽
し
み
に
さ

れ
て
い
た
皆
様
に
は
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
次
号
一
・
二
月

号
か
ら
は
Ａ
４
二
頁
の
紙
面
で
発

行
し
て
い
き
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く

お
ね
が
い
い
た
し
ま
す
。　
（
児
）

第
二
期
ブ
ッ
ク
ト
ー
ク
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
受
講
者
募
集

期
間
：
二
十
四
年
一
月
二
十
二
日

（
日
）
〜
毎
月
第
四
日
曜
日

全
十
二
回　

受
講
料
五
千
円

定
員
二
十
三
名
（
大
学
生
以
上
）

申
込
受
付
は
十
二
月
十
七
日
よ
り
。

第
一
期
の

受
講
者
が
ま

と
め
た
ブ
ッ

ク
ト
ー
ク
シ

ナ
リ
オ
を
倶

楽
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公
開
し

て
い
ま
す
。

女
性
の
た
め
の
ヨ
ガ
教
室

会
社
帰
り
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

毎
月
第
一
・
三
月
曜
日
十
八
時
半
〜

会
場
：
駅
前
ビ
ル
パ
レ
オ
二
階

受
講
料
：
一
回
七
〇
〇
円
（
当
日
受
付
）

※
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

上
田
図
書
館
倶
楽
部
だ
よ
り

「
と
ー
く
」
第
十
一
号

発
行
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
上
田
図
書
館
倶
楽
部

編
集
：
「
と
ー
く
」
編
集
部

住
所
：
〒
三
八
六
―
〇
〇
二
五

　
　
　

上
田
市
天
神
一
―
八
―
一

電
話
／
FAX
：
〇
二
六
八
―
二
五
―
三
一
一
五

上田図書館倶楽部
イベントカレンダー

2011.12 〜 2012.1
12/5（月）	 女性のためのヨガ教室（18:30 〜

パレオ２F）
12/6（火）	 上田情報ライブラリー休館日　

（ブックカフェつつじもお休みです）

12/7（水）	 絵手紙教室（10:15 〜情報ライブ
ラリーセミナールーム）

12/10（土）	繭ホール　サロントーク（18:00
〜情報ライブラリー繭ホール）

12/13（火）	上田情報ライブラリー休館日
12/17（土）	2011 クリスマスコンサート

（18:00 〜情報ライブラリー繭
ホール）

12/19（月）	ネット＆カフェ（13:30 〜情報ラ
イブラリーセミナールーム）

12/19（月）	女性のためのヨガ教室（18:30 〜
パレオ２F）

12/20（火）	21（水）
	 上田情報ライブラリー休館日
12/27（火）〜 1/4（水）
	 上田情報ライブラリー休館日
1/7（土）	 新春イベント（13:30 〜情報ライ

ブラリー繭ホール）
1/10（火）11（水）
	 上田情報ライブラリー休館日
1/16（月）	 女性のためのヨガ教室（18:30 〜

パレオ２F）
1/17（火）	 上田情報ライブラリー休館日
1/24（火）	 上田情報ライブラリー休館日

1/31（火）	 上田情報ライブラリー休館日

Book Cafe つつじ
menu

コーヒー-----------------------250 円
アイスコーヒー--------------250 円
紅　茶--------------------------250 円
ウーロン茶--------------------250 円
ミルク--------------------------250 円
ジュース-----------------------250 円
（アップル・オレンジ・グレープフルーツ）
牛　乳--------------------------250 円
（※飲み物はクッキー付きです）
トーストセット--------------400 円
営業時間 10:30 〜 16:30
（オーダーストップ　16:00）
ライブラリー休館日は休み

11枚綴りのお飲み物券 2,500 円
（倶楽部会員は割引価格。詳しくはつつじまで）
年末年始は 12/27（火）〜1/4（水）まで
お休みさせていただきます。

ご意見・ご感想をお待ちしています。FAX 0268-25-3115　電子メール info@zuku.jp までお送りください。


